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一雨ごとに寒さが増し、随分と寒

くなってきました。気づけば、もう

11月です。11月を調べて見ました。

1年12か月の第11番目の月。節

は初冬で、月初めの7、8日ごろに

は立冬の日があり、野山の風景のみ

ならず、家々のなかにも冬めいた感

じの漂う季節である。陰暦11月は

霜月ともいい、冬もすっかり深まっ

て、霜の厳しく降りる季節であるが、

陽暦では1年のなかでももっとも気

候の変化が少なく、穏やかで春のよ

うな暖かい、いわゆる小春日和（こ

はるびより）の日々が続くころにあ

たり、人々が美しい自然の風物を求

めて野山に遊ぶ行楽の季節でもある。

とありました。天気が良かったら、

紅葉を楽しむのもいいですね。

でも、くれぐれも熊には、気を付け

てください。

追分家ではささ
やかなハロウィン

パーティーをしま
した。

(有)中村蒲鉾さんの細工蒲鉾♪

人は、約束と無縁で生きていくことはできませ
ん。会社に勤める、商売をする、お金を借りる、
結婚をするなど、全て約束は守るという前提で成
り立っています。
人は、基本的に約束を守ろうとします。それは、
約束を破ると何らかの罰が自分に課せられるから
かもしれません。
例えば、信用を失う、怒られる、違約金を課せ
られるなど、約束を破るとその代償を支払うこと
になります。

それでは、自分と自分自身との約束はどうで
しょうか？明日から晩酌をやめる、毎日本を１冊
読むなどを心に決めることは自分との約束と言え
ます。
自分の心の中で決めた約束は、誰にもわかりま
せん。約束を破っても誰にも迷惑がかからないし、
ペナルティーを課せられることもありません。自
分を拘束するものは自分の意志だけです。そうす
ると、自分で心に決めたことをやり遂げられない
人間は、「意志が弱い」ということになりそうで
す。

でも、人間の心はもともと弱いものではないで
しょうか。誰だって嫌なこと、苦手なことは自分
に言い訳しながら先延ばしにします。「それでい
て人には厳しい」これが普通の姿でしょう。いや、
だから仕方がないと諦めるのではなく、「人間は
弱いものである」ことを前提にした上で、どうし
たら自分との約束を実現できるのかを、考えるほ
うがよいのではないかと思うのです。

実現したいことを心で決めるときは、危機感で
あったり、欲求であったりと何らかのきっかけが
あった筈です。
しかし、そのきっかけ（動機）は、時間が経つ
につれ、当初のインパクトは薄らいでしまい、心
で決めたことへの意欲も下がってしまうのではな
いかと考えられます。
そうであれば、その動機となった危機感や欲求
を常に高める工夫を続ければ、いつかは自分の約
束を実現できるのではないでしょうか。

人間は弱いものであるがゆえに、自分自身を意
識的に鼓舞する必要があると思うのです。

「約 束」 石原 知二

https://kotobank.jp/word/%E7%A9%8F%E3%82%84%E3%81%8B-452865
https://kotobank.jp/word/%E5%B0%8F%E6%98%A5%E6%97%A5%E5%92%8C-65821
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今年も残すところあと2か月   

やり残したことはありませんか？ 
チ ェ ッ ク し て お こ う ！ ！ 

□ふるさと納税 

 

□非課税枠内での贈与 

 

すずかぜ新聞の裏面に記事を載せてみませんか？ 
随時募集しております。 


